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   We have clinically surveyed the distribution and disk sensitivity of bacterial strains obtained from 

urine of patients with various urological disease at our department during three (1975-1977) and four 

(1980-1983) years. 
   Escherichia coli was the most frequently isolated (29.4%) from the outpatients, followed by Staphy-

lococcus epidermidis  (17.5%), Pseudomonas cepacia (11.2%) and Serratia  marcescens  (11.2  %). Pseudomonas 

cepacia was the most frequently isolated (28.0%) from the inpatients, followed by Staphylococcus epi-

dermidis (16.3%) and Serratia marcescens (15.9%). 

    Pseudomonas cepacia which has been increasing was first isolated in 1977 and Serratia marcescens in 

1976. They have become the main bacteria causing infections in our hospital. Pseudomonas cepacia 

was frequently isolated after postoperative prophylactic chemotherapy and Serratia marcescens in the 

late period of admission. 

   The majority of Pseudomonas cepacia was resistent to all agents except chloramphenicol and doxy-

cycline. Serratia marcescens was also resistant except to gentamicin and doxycycline. In  Escherichia 

coli species, resistant strains increased gradually but they have good sensitivity to gentamicin, dibekacin, 

colistin and doxycycline. Staphylococcus epidermidis isolated from outpatients had good sensitivity to 

all agents but increased in incidence of resistant strains isolated from inpatients. 
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緒 言

化学療法の関発および普及は,治 療法の進歩に担 う

役割も大きいが,い っぼうでは耐性菌の増加の問題も

あ り,さ らに 有効な抗菌剤の出現が 常に待たれてい

る.

われわれは,今 回1975年 よ り1977年 お よび1980年 よ

り1983年 の計7年 間の外来 ・入院患者由来の尿中分離
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菌の変遷について検討したので若干の考察を加えて報

告する.

検査方法および対象

1975年1月 よ り1977年12月 まで の3年 間 お よび1980

年1月 よ り1983年12月 ま で の4年 間 の 計7年 間に お け

る 当科 外 来 お よび入 院患 者 に 施 行 した 尿 細 菌 培養 の結

果 得 られ た 分 離 株に つ い て検 討 した.尿 採 取方 法 は男

性 は中 間 尿,女 性 は主 とし て導 尿 で,一 部 は 中間 尿 で

採 取 し,カ テ ー テル 留 置患 者 は カ テ ー テル 内 を流 れ る

尿 を採 取 した.分 離 菌 に対 してGPBに はPenicil-

lin(PC-G),Ampicillin(ABPC),Ccphalothin

(GET),Cephalexin(CEX),Kanamycin(KM),

Gentamicin(GM),Erythromycin(EM),Linco-

mycin(LCM),Doxycycline(DOT),Minocyc-

line(MNO)に 対 す る 感 受性 検 査 を,GNBに は

Ampicillin(ABPC),Sulbeniciliin(SBPC),Ce-

phalothin(CET),Cephalexin(CEX),Dibekacin

(DKB),Gentamicin(GM),Chloramphenicol

(CP),Colistin(CL),Doxycycline(DOT),

Minocycline(MNO)に 対 す る 感 受 性 検 査 を三 濃 度

デ ィス ク(栄 研)を 用 い て お こな った.そ のほ かSulfa-

methoxazolTrimethoprim(ST),Piperacillin

(PIPC),Latamoxef(LMOX),Amikacin(AMK),

Cefbperazone(CPZ),ceftizoxime(CZX),Cefo-

tiam(CTM),Pipemidicacid(PPA)な ど も適 宜

追 加 検 査 した.菌 種 の うちProteusmirabilis,P.mor-

ganii,P.rettgeri,P.vulgarisはjProteussp・ と し て ま と

め て検 討 した.

1)尿 中分離菌種

成 績

1983年 の外 来 患者 由 来尿 申 分離 株 は151株 で単 独 分

離 菌 は143株,混 合 分離 菌 は8株 で あ った ・1983年 に

施 行 され た尿 細 菌 培 養 は1980年 の 約 半数 に 減 少 し,

294回 で あ っ た.そ の うち 陰 性 は147回(50%)で あ っ

た(Table1),球 菌株 は20.3%で 桿 菌株 は79・0%で

あ った.そ の 内訳 は 球 菌 株 で はSt・epidermidisが

17.5%,桿 菌 株 で はE.coli29.4%,Ps.cePacia11.2

%,Ser,marcescens11.2%,Proteussp・7.7%な どで

あ った.1976年 よ り出 現 したSer.marcescensは 最 近

4年 間6.9～11.2%oとconstantに 検 出 され て い る。

Klebsiellaが1970年 代 後 半 と比 較 し て 検 出 率 は低 下 し

た(Fig.1).

1983年 の入 院 患 者 由来 尿 中 分 離 株 は316株 で単 独 分

離 菌216株,混 合 分 離 菌100株 で1980年 に つ いで 混 合分

離 菌 が 多 く検 出 され た 。

しか も混合 分 離 菌 は1983年 の総 分 離 菌 の31・6%を 占

め,1980年 の18.3%の 倍近 くの増 加 を示 した(Table

1).球 菌 株 は20.1%,桿 菌 株 は74.4%,(7andidaが

5.5%を 占め た.球 菌株 で はSt・epidermidisが16・3%,

桿 菌 株 ではPs.cePacia28.0%,Ser。marcescens15.9

96,Ps.aeruginosa6。6%,Proteussp5。2%,E.cnli

4.8%,K.Pneumeniae4.2%な どが お もな分 離 菌 で あ

った.1977年 か ら出 現 したPs.cePaciaは1981年 の42.6

%に つ い で 多 く検 出 され た.ま たSer.marcescensは

1976年 か ら 出現 して い る,こ れ らの菌 種 とSt.epider-

midisが お もな分 離 菌 であ った(Fig.2).

2)総 尿 中 分 離 菌種 年 代変 遷

外 来 お よび 入 院 患 者 由来 尿 中総 分 離 株 に つ いて 分布

を1965年,1970年,1975年,1980年 と比較 検討 した.

な お1965年 お よび1970年 に つ い て は 袴 田Dの 報 告 を 参

考 に した.前 述 の ご と く,Ps.cePacia,Ser.marcescens

は 王975年 ま では 検 出 され て い な い.Candidaalbicans

TabicI.各 年度における外来 ・入院患者数および尿中培養菌株数
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タト来雇支者幽数

培 養 回数

〔燭 虫分 離株

～昆合 分 離株

陰 性

/468

294

/43

8

/47

/447

33/

/90

4

/39

/42/

400

/9/

/6

202

/4s/

603

324

34

263

/497

469

260

38

/9/

!499

384

/90

49

/73

/2s2

297

!48

35

/33

入院愚者数

培養回数

単独分離株

混合分離鎌

陰 性

2s4

9/4

2/6

/00

654

295

846

35/

34

480

28/

879

432

38

429

255

8/8

49/

//0

273

270

58S

34/

57

2/6

240

465

258

32

/92

246

459

2/3

45

224



山崎 ・ほか:尿 細菌培養 ・薬剤感受性 1901

1983 1982 1981 1980 1977 1976 工975

E.coli

St。epider・

Ps.cepacia

S.皿arces●

Prot.sp

Ps.aerugi.

K.pneu皿o。

Others

が ー写.鰐P

t覗3沌 な ンく づ8}

・羅 磯

=i亀賄 、't「 ・

灘

欝竃灘 灘

・き糖 竃

、 、
、 、
陶

一〆講

,"
,"

'

'

鶴纈灘

''
'

ノ
,'一 一

一"
,一'

鐵犠 難

100%

50%

灘

Fig.1.三 重大学泌尿器科 外来患者尿細菌培養(年 度別菌種分類)
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Fig.2.三 重大学泌尿器科 入院患者尿細菌培養(年 度別菌種分布)

も1970年 まで は ご く少 数 の検 出率 で あ った.E.coliは

減少傾 向で あ る が,12～13%は 常 時 分離 され て い る.

Klebsiellaは1975年 以 前 の約 半 分 に減 少 した(Fig.

3).

3)内 科 お よび外 科 病 棟 患 者 由来 尿 中分 離 株(1983年

1～6月)

内科 病 棟 患 者 由 来 尿 中 分離 株 はII9株 で 球 菌 株 は

24.4%,桿 菌 株 は61.3%,真 菌1生3%で あ った ・分 離

菌壷よE.coli21.8%,Ps.sp・15・1%,・S't・faecalis14・3

タ6,CandidaalbicanslI.8%,Ser.marcescensIO.9%o,

Prot.sp・5.9劣 な どで あ った.外 科 病 棟 患 者 由 来 尿 中 分

離 株 は55株 で 球菌 株16。4%o,桿 菌 株52.7%,真 菌30。9

%で あ った.分 離 菌 はCandidaalbicans27.3%,E.

coliI4.5%,St.faecalis10.9%o,Ser.marcescens9.1

%,Ps.sp・14.5%な ど で あ った.Ps・cePaciaは そ れ ぞ

れ9%程 度 の検 出率 であ った.Candidaalbicansと

E.celiで 内科 病 棟 由来 お よび外 科 系 由 来 と も30～40

%を 占め て い るが,泌 尿 器科 入 院患 者 由来 尿 中 分 離 株



1902

1983

泌尿紀要30巻12号1984年

1980 1975 1970 1965

Ps.cepacia

St.epider.

S.marces●

PS.aerugi●

C●albicans

E.coli

K・pneu皿0.

Prot.sp

St・aureus

Others

100%

50%

Fig.3.三 重大学泌尿器科 外来 ・入院患老尿細菌培養(年 度別菌種分布)

PS.cepacia

St●epider.

S.mal'ces.

PS

C.

E.

K.

Pr

Oth

erugi.

bicans

li

eu皿0.

・sp

rs

泌尿 器科 外 科 内 科

19831983(1～6)1983(1～6)

00%

灘

鍾.鰹.

コ

羅
雛

50%

St.faecalis

Fig.4.科 別尿細菌培養(菌 種分布)

では 両者 の 占め る割 合 はIO.4AetlCす ぎず,球 菌 株 の 頻

度 に 差 が な い の で,PS・cePacia,Ser.marcescensの 占 め

る割 合 が 大 きか った(Fig.4).

4)入 院患 者 由来 尿 中 分 離 株

入 院時 の分 離 株 は66株 で,202回 の尿 細 菌 培 養 の32,7

%に 菌 の 発 育 をみ た.66株 の うち1041ml以 上 の 分 離

株 は45株68.2%で あ っ た.ま た104/ml以 下 の 分 離 株

の うち,1週 間 以 内の 再 検 で21株 中17株81.0%に 同 一

菌種 で 菌 数 の増 加 をみ た.そ れ ぞれ に つ い て菌 種 分 布

を調 べ た.104/ml以 上 のsingleinfectionで はSt.

epidermidis28.2%,E.eoli17.9%,Ps.cePacial7.9

%,Prot.sp.が15.4%,Ps.aeruginesaが7.7%で あ

った.ま た混 合 感 染 が 全 体 の3.6%に み られ た.い っ

ぽ う,104/ml以 下 で はSt.epidermidisが42.9%,St.

aureus,E・coli,K.Pneumoniaeカ;そ れ ぞ れ9.5%を 占め

てい た.contaminationと 考 え られ た4症 例 は いず

れ もSt.epidermidisで あ った(Fig.5).

入 院 後 の 分離 株 の 分布 はPs.cePacia25%,Ser.

marcescens19.3%,Ps.aeruginosa8。5%,St.epider-

midis8.0%,Candidaalbicans6.8%とSer.marcescens

が 著 明 に 増 加 し,Candidaalbicans,1(.Pneumoniaeが

検 出 され る よ うに な り,E.coliは 減 少 して い る(Fig・

6),ま た 手術 例eeつ い て入 院 時,術 後 抗 菌 剤投 与終 了

1週 間 以 内 お よび さ らに入 院後 期 の3期 に おけ る 尿中

分 離 菌 の 分布 を 調 べ た.入 院 時 は 尿 細 菌 培 養 回数 の

35.8%に 菌 の検 出が み られ た 。 分 離 菌 の 分 布 はSt.

epidermidis61.7%,E.coli14.8%,St.aureusli。7%,

Ps.cePaciaII.7%で あ った.術 後 抗 菌 剤 投 与 後 で は菌

検 出 率 は33.7%と 大 差 な いが,Ps.cePaciaが65.6Aeを

占め た.さ らに 入 院 後 期 に な る と菌 検 出 率 は55.9%と

増 加 して,Ps.cePaciaは24.3%と 減 少,St.epidermidis

21.3%,Ser.marcescens18,2%が 検 出 され た.こ の う

ちSt.epidermidisは カ テ ー テル 非 留 置 例 に,Ser.mar

σ傭 飾 は カ テ ー テ ル留 置 例 に 多 い傾 向 が み られ,経

過 中抗 菌 剤 の投 与 は 前 者 で は 少 な く,後 者 で は間 欺 的

に投 与 され,発 熱 を と もな う症 例 が多 か っ た(Fig.

7).

5)主 要疾 患 の入 院 時 尿 中 分 離株
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イ)Urol三thiasis

尿中 分 離株 検 出 率 は44症 例 中14症 例(31.8%)で14

分離 菌 分 布 はSt・epidermidis42・9%・P「ot・SP・,Ps・sP一

が それ ぞ れ2症 例 の ユ4・3%で あ った ・104/ml以 下 の

分離 菌 も2回 目以 降 の 分 離 菌 か ら考 え てcontamina-

tionと は考 え られ な か った.

ロ)BPH

19症 例 の うち8症 例(42.1%)に 菌 の検 出が み られ

た.う ち6症 例 が カ テ ー テル 留 置例 で あ った.分 離 菌

種 は さ まざ ま で一 定 の 傾 向 は み られ なか った.

ハ)VURお よびHydronephrosis

24症 例 中18症 例(75落)はsterileurineで あ っ

た.6症 例 の うち3症 例 にE.coli,2症 例 にPs.sP.

(33.3%),1症 例 にSt.aurettS(16.7%)が 検 出 され

た(Fig.8).

6)混 合 分 離 株

1980年 か ら1983年 の4年 間に 入 院 患 者 由来 尿 中 混 合

分 離 株 は282株 で,お もな 尿 中 分離 菌 はPs.sp.23.8%,

Ser.marcescensl7.0%,1)rot.sp・12.8%,GPC3.5%,

E・coli3・5%,Candida2.1%で あ った.Ps.sp・ は 種

々 の菌 と混 合 発 生 を み る が,44.4%がSer.marcescens

との 混 合発 生 で あ った.ま たSer.marcescenserkPS・sp・

と64.0%,Prot.sp・ と28.0%と こ の両 者 で92%を 占 め,

GPC,E.coliと の混 合 発 生 は み られ な か った(Fig.

9).

7)薬 剤 感 受 性

Ps.cePacia,Ser.marcescens,E.coli,St.epidermidisの

4菌 種 に つ い て 薬剤 感 受性 を検 討 した.感 受性 の変 化

は1977年 のそ れ と比 較 検 討 した.

イ)1)s.cePacia

外 来 患 者 由 来 尿 中 分離 株 はABPC,SBPC,CET,

CEX,DKB,GMに 対 し て ユ6株中1～2株 が 感受 性 を

示 す のみ で ほ か はす べ て 耐性 株 であ った.CPに 対 し

ては87.5%の 感 受 性 を 示 した.DOT,STに 対 し て
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は それ ぞ れ62.5%,22.2%の 感 受性 を示 した が1977年

よ り,そ れ ぞれ37.5%,57.8傷 の 感 受性 の低 下 を み

た.入 院 患者 由来 尿 中 分 離 株 もほ ぼ外 来 患 者 由来 尿 中

分離 株 と同様 の傾 向を 示 し,CPに は74.3%の 感 受 性

を示 し,DOTに57.7%,STに は51.9%oの 感 受 性

を保 って い るが,1977年 よ り,そ れ ぞれ42.3%,12.4

%の 感 受 性菌 の減 少 をみ た(Fig.lo)。

ロ)Ser.marcescens

ABPC,SBPC,CET,CEXお よびSTに 対 し て

は 耐性 菌 で あ る.外 来 患 者 由 来 尿 中 分 離株 は1977年 と

比 較 してGM,DOTに 対 し耐性 菌 の 出現 は18.8%,

12.6%に す ぎな いが,DKB,CLに は81・3%,69.8

%が 耐性 菌に な って い る,い っぼ う入 院 患 者 由来 尿 中

分離株 はCLに 対 して は す で に1977年 に 耐 性菌 で あ

り,DKB,GM,DOTに 対 して は 感 受 性 菌 で あ っ

たが,GMを 除 いて耐性菌に変化した(Fig.11).

ハ)E.coli

外来患者 由来 尿中 分離株は1977年 にはABPC,

SBPC,CETに 対Lて50～60%の 感 受性を示 し,

CEX,KM,GM,DKB,CL,DOTに 対 してはほ

ぼ100%の 感受性を示している.こ のうちGM,CL

に対 しては現在も良好な感受性を保 っているが,そ の

ほかは11.8%～27。3%の 感受性菌の減少が みられる.

STに 対 しては30%前 後の感受性があ り,変 化はみら

れない.入 院患老由来尿中分離株もほぼ外来患者由来

尿中分離株と同じパターンを示すが不思議な現象 とし

てABPC,SBPC,CET,CEXに 対する感受性菌が

外来患者由来尿中分離株 より多 くみられた(Fig.

12),

二)St.epidermidis
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1977年

外来患者由来尿中分離株は1977年 の感受性菌のうち

KM,GMに 対 してそれぞれ24.3%,33.3%の 耐性菌

の出現をみたが,ほ かは1977年 とほとんど不変である.

STを 除 いて比較的良好な感受性を示している.入 院

患者由来尿中分離株はKM,GMに 対 して39.5%,

58.4%と 著明な耐性菌の増加をみた.KMに 対 して

は17.7%,GMに 対 しては3L9%の 感受性を示すの

みである.当 然のことながら,入 院患者由来尿中分離

株の方が外来患者由来尿中分離株より耐性菌が多かっ

た(Fig.13).

考 察

外来愚老由来尿中分離株の分布は最近4年 間はほと

んど不変である.1983年 の尿中分離株分布はE.coli
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が 約30%,St.epidermidisは17.5%で 最 近2年 間 と 比

較 し て 約10%減 少 し て い る.

Ps.cePacia,Ser.marcescensは と も に11.2%,Prot.SP・

は7.7%で あ っ た,岡 所 ら2),大 藤 ら3)の 報 告 よ り も

St.epidermidisの 検 出 率 が 高 く・P…eP・ ・iaは 他 施 設

で は あ ま り検 出 さ れ て い な い ・1's・ce.haciaは1977年 よ

り出現 し,ほ ぼ同時期に 出現したSer.marcescensと

同 じ頻度で検出されている.1983年 の入院患者由来尿

中分離株ではPS.cePaciaの 検 出率が異常に多い.内

科および外科病棟患者由来尿中分離株でも泌尿器科入

院患者由来尿中分離株ほどではないが,9%前 後 の検

出がみられた.他 施設ではSt.faecalisが 多 く検出さ
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れ て い て,GPCの 増 加 は 第2,第3世 代 の セ フ ェ ム

系 抗生 剤 の抗 菌 力 が 第1世 代 に比 して,む しろ 低 下 し

て い るた め で あ ろ う と 考 え られ て い る2).Ps.cePacia

に 対 して も同 様 な こ とが い え そ うで あ る.最 近 の 第3

世 代 の セ フ ェ ム系薬 剤 で は薬 剤 感 受 性 デ ィ ス ク検 査 の

結 果 ではCZX(79.2%),CPZ(45.9%),LMOX

(61.5%)な どがPs.cePaciaeこ 感 受 性 を 示 し,PIPC

(100%)は きわ め て 有 効 と思 わ れ る.し か しなが ら,

PS・cePaciaは これ らの薬 剤 の投 与 後 に 出現 し,Ser.

marcescensと と もに 院 内感 染 菌 の主 役 と な っ てお り,

対 策 を 講 じ る 必要 性 に せ ま られ て い る.PS.cePacia

は 入 院 時 の検 出 率は17.9%(手 術 症例 で は1L7%)で

あ るが 術 後 で は65.6%,入 院 後 期 で は2引3%と 多 董 の

抗 菌 剤 の使 用 後 に 主 と して検 出 され,そ の多 くは 翫.

epidermidis,Ser.marcescensに 交 代 す るが 存 続 す る例

も少 な くな い.術 後 に 使 用 され た抗 菌 剤 は 年 々変 遷 し,

1983年 に は主 と し てCTM,CPZの 第3世 代 の セ フ

ェ ム系 とAminoglycoside(主 と し てAMK)お よび

PIPCが 用 い られ た が,Ps.cePaciaの 術 後 検 出傾 向

は す でに1980年 よ り見 られ,必 ず しも使 用 薬 剤 の影 響

を 受 け て い る とは 考 え られ な い.術 後 の皮膚,創 部 消

毒薬 はIsodineが10年 来 使 用 され て い るが,手 洗 い,

お よび た とえ ば膀 胱洗 浄時 の外 尿 道 口消 毒 な どは主 と

してHibitaneが 使 わ れ て い る.P∫.cePaciaに 対 す る

Hibitaneの 殺 菌 作 用 はIsodineよ り若 干 弱 く,Iso-

dincの ほ か のPseudomonas族,Acinetobacter

calcoaceticusに 対 す る5秒 間 の接 触 殺菌 力 を え るに

はHibitaneで は10～30秒 を 必要 とされ る4》.し た が

ってHibitane液ecよ る手 洗 い は少 な くと も20秒 以 上

をか け る必 要 が あ り,簡 単 な消 毒 もIsodineに 変 更 し,

膀 胱 洗 浄 液 に も一 考 を要 す る と考 え る.そ の ほか 頻 回

な タオ ル の 交換 な ど も有 効 で あ ろ う.改 善 す るべ き と

こ ろに 留 意 してPS.cePaciaの 動 向に 注 目 した い と考

え てい る.ま た著 者 は1973年 現 在 地 に大 学 病 院 が 移 転

した と きか ら,毎 年 暮 れ か ら正 月に か け て最 も入 院 患

者 の減 少 した 日にHibitane液 に よる 病 棟 内 噴 霧 消

毒 をお こな っ て ぎ た.案 外 この結 果 も他 施 設 に 見 られ

な いPS.cePaciaの 発 生 を 助長 して きた 一 因 を な して

い るの か も しれ な い.外 科病 棟患 者 由来 尿 中 分 離 株 に

(7andidaalbicansが 多 く検 出 され た.詳 細 は 不 明 で あ

るが,重 症 患 者 の増 加 に と もな う抗 菌 剤 の 使 用 量 に 問

題 が あ りそ うであ る,St.epidermidis,Ser.marcescens

は 入 院後 期 に 多 く検 出 され,St.epidermidisは カ テ ー

テル 非 留 置 症例 か ら,Ser.marcescensは カ テ ー テル 留

置 症 例か ら分 離 され る傾 向 が み られ た.

混合 感 染 は31.6%と 過 去2年 間 の8.1%,8.6%eを 大

き く上 まわ った.混 合 分離 株 は限 られ た患 者 で く りか

え し培 養 分 離 され,留 置 カテ ー テ ル 症例 お よび重 症患

者 の増 加 が そ のお もな 原 因 と考 え られ た.混 合 分 離株

はPs.ψ.の78株,」Pret.sp.71株,Ser.marcescens50株,

κlebsiella29株,E.coli21株 が 主 で あ り,Ps.sp.と

Ser.marcescensの 混 合 感 染 が 一 番 多 く,っ い でProt.sp.

と各 菌 株 との 混 合 感 染 が 多か っ た.

疾 患 別 の 分離 株 の 検 討 は1983年 に つ い て のみ お こな

った.尿 路 結 石症 で は31.8%に 菌 の検 出が み られ,分 離

株 はSt.epidermidisが42.9%,Ps・sp・ お よびProt・sp・

が と もVC14.3%,そ の他28.5%で あ った.な お,切 石

術(13症 例)の 際 に 採 取 した 尿 は す べ てsterileで あ

った.

BPHは 約 半 数 に 感 染 が み られ,そ の 多 くは カ テ ー

テ ル留 置 患 者 で,さ ま ざ まな 菌 が 検 出 され た.VUR

お よ びHydronephrosisは25%に 感染 が み られ るの

み で,瓦`読 が お もな起 炎 菌 で あ った.

抗 菌 剤 の開 発 は 現 代 医学 の進 歩 に 大 き く貢献 して き

た こ とに は異 論 は な い が,反 面,細 菌 の薬 剤 耐 性 の 出現

は さ らに 抗 菌 力 の す ぐれ た薬 剤 の 出現 を 要 求 す る.当

科 に お け る主 要 尿 中 分離 株 に 対 す る薬 剤 感 受 性 を 調べ

たが,1977年 と比較 検 討 す る と,い ず れ も耐 性 菌 の 出

現 が み られ,感 受性 を保 っ て い て も(桝)よ り(昔)

に 移 行 して い る ものが 大 部 分 であ り,近 い 将 来 の 耐性

菌 化 は 明 白 で あ る,Ps.cePaciaはCP,DOTに,

Ser.mareescensはGM,DOTに か ろ う じて感 受 性

を 保 って い る よ うで あ る.

E.coliも 耐 性 菌 の 出現 が み られ,ど の 薬 剤 で も良 好

な 抗菌 力 を示 した 時 代 とは 少 し事 情 が 異 な って きた よ

うで あ る.む しろ入 院 患 者 由 来 分離 株 の方 が 感受 性 株

が 多か ったが,そ の理 由は 不 明で あ る.St.epidermidis

は外 来 患 者 由 来 尿 中 分 離 株 は よ く感 受 性 を保 っ て い る

が,入 院 患 者 由 来 尿 中 分 離 株 は 耐性 菌 が 増 加 してい

る.こ れ は各 種 抗 菌 剤 の使 用 後 の入 院 後期 に 出現 して

い るた め と考 え られ る.

結 語

1・1975～1977,1980～1983年 の7年 間 の 外 来 お よ

び 入 院 患 者 由 来 の 尿 中 分 離 菌 に つ い て 検 討 し た.

2.1983年 の 外 来 患 者 由 来 尿 中 分 離 葭 は 且ceti

29.4%,St.epidermidisl7.5%,Ps.cePacial1.2%,

Ser.marcescensl1.2%な ど で あ っ た.

3.1983年 の 入 院 患 者 由 来 尿 中 分 離 菌 はPs.`ePacia

28.O%,St.epidermidis16.3%,Ser.marcescensl5.9

%が 主 で あ っ た.

4.Ps,cePacia}ま119フ7年 よ り,Ser.marcescensを ま
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1976年 か ら 検 出 され,現 在 では5「t.epidermidisと と

もに入 院 患 者 由 来 尿 中 分 離株 の 三 大 分離 菌 で あ り,ま

た本 院に おけ る院 内 感 染 の主 要 菌 で もあ る。

5.内 科 系 お よび外 来 系患 者 由来 尿 中分 離 菌 と比 較

して も,Ps.cePaciaは 約3倍 の検 出率 で,St.epider-

midisお よびSer.marcescensの 検 出 率 も高 か った.

内科 病 棟 由来 尿 中 分 離 株 で は 瓦 ω泥 が,外 科 病 棟 由

来 尿中 分離 株 ではCandidaalbicansが 多 か った.前

者 では複 雑 性 尿 路 感 染 症 が少 な く,後 者 で は 抗 菌 剤 の

使用 量 に 問題 が あ りそ うで あ る 。

6.入 院直 後 では 尿 中 分 離菌 検 出 率 は35.8%でSt.

epidermidisが50%,手 術 後 は分 離 菌 検 出率 は33.7%

でPs.cePaciaが65.6%,入 院 後 期 では 検 出 率 は55.9

%と 増加 し,Ps.cePaciaは24.3%と 減 少 し,St.epider-

midis,Ser.marcescensが そ れ ぞ れ21.3%,18.2%検 出

された.

7.疾 患 別 尿 中 分離 株 は 尿路 結 石 症 では31.8%に 感

染 がみ られ,St.epidermidisが42.9%検 出 され た.

BPHで は42.1%に 感 染 がみ られ,さ ま ざ ま の菌 が 検

出され た.VURお よびHydronephrosisで は わ ず

か25%に 感 染 が み られ た の み で,E.coliが50%検 出 さ

れ た.

8.薬 剤 感 受 性 はPs.cePacia,Ser.marces`ens,E.

coli,St.epidermidisに つ い て 検討 した.Ps.cePaCta,

Ser.marcescensは ほ とん どの薬 剤 に 耐性 で あ り,PS.

1909

cePaciaはCP,DOTに,Ser.marcescensはGM,

DOTに 感 受 性 を示 した.E.celiは 全 般 的 に 感 受 性 株

の減 少 が 見 られ るが,GM,DKB,CL,DOTに は

まだ まだ 良 好 な 感 受 性 を示 し,St.epidermidisは 外 来

患 者 由 来 尿 中 分 離株 は 良好 な感 受 性 を 保 って い る が,

入 院 患 者 由来 尿 中 分離 株 は 耐性 菌 の増 加 の傾 向 が み ら

れ た,
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尿 路 感 染 症 患 者 尿中 分 離 菌 に つ い て.西 日泌 尿

45:1163～Il76,1983

3)大 藤 哲 郎 。棚 田 敏 文 ・斉 藤 康 ・新 川 徹 ・永 友

和 之 。長 田 幸 夫 ・石 澤 靖 之;尿 路 感 染 分離 菌 の年

次 的 変 遷(第3報).西 日泌 尿46:33～40,1984

4)仁 田 原義 之 ・宮 村 定 男:IsodineのPseudo-

monasお よびAcinetobacterに 対 す る抗 菌 性

に つ いて.Chemotherapy27:797～800,1979

(1984年7月5日 迅速 掲 載 受 付)




